




































































































































































































































3. C さん 男 20代 会社員
仕事とは関係のないことでも、上司に言われた
ことは断りにくい。
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発表のレジュメ
2002年9月9日
テーマ：職場における日本人の人間関係
発表者：ノフィア・ハヤティ
ほとんどの人々は、人生における非常に多くの時間を職場に使っています。職場は一
つの組織です。その中には先輩、後輩、同僚、上司、部下などの様々な人間関係がありま
す。企業、官庁、病院、あるいは学校という組織は達成すべき独自の明確な目標を持って
おり，人々はそれぞれの役割を担って，協同で仕事をしています。周りの人々と摩擦を起
こさないように何が必要かをよく考えて、良い人間関係を実現しています。それがひいて
はいい仕事が出来ることにつながるのです。
日本の職場は一種の家族的集団であり、運命共同体であると言われています。このよう
な特質を持つ日本の職場の人間関係を支配する論理はまず平均化・同一化の論理でしょう。
すなわち、諺にあるように「出る杭は打たれる」のです。他人と同質的な言動しなければ、
風変りな人ということで、人間関係においても仲間はずれにされかねないです。このこと
は逆に考えてみれば、他人と同じようなことしか出来ないことにもなります。この点をと
りあげて、日本人には明確な自我意識が無いとか、個人が集団の中に埋没していると言わ
れます。
日本の職場においては、職場のしきたりを守り、仲間と出来るだけ調和し、以心伝心で
言われなくても自分の役割を見つけ、それを気軽にこなす能力が必要となるのです。
職場は多くの場合、チーム・ワークの場です。職場の成員は、各人に与えられた持場
を持っており、それがまとまった全体となります。全体としての職場は、定まった目的を
追求します。ここで忘れてはならないことは、職場の主人公はあくまでも人間です。人間
が集まれば、そこに人間関係が生じます。職場の機能は、結局人間関係に依存していると
いうことです。職場には年齢の異なる多くの成員がいて、また上司や同僚、部下がいて、
様々な人間関係があります。
職場の人間関係ということはやはり簡単に一言では言い表せません。この世の中で人間
関係ほど難しいものはないとよく言われます。世の中が複雑になればなるほど、人間関係
も複雑になってきます。
　しかし、日本の職場の人間関係についてはいくつかの事が分かるようになりました。人
間関係ということは習慣、考え方、文化などとは切り離せないことは明らかです。日本人
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の意識・行動は強い集団指向性を持つと言われます。そのために個性をむき出しにするこ
とは極力抑制され、「出すぎること」を避け、「周囲の人達と仲良くすること」に腐心し、
「周りとの食い違いを生じさせぬよう」気を配る傾向にあります。そいういう心理の基調
をなすのが「和」や「協調」の精神です。日本人では古来「和」ということが強調されて
きました。「和」という概念も、よく考えてみれば、非常に深い意味を持つものであり、
決して甘いものではありません。「協調」、「協同」、「協力」などの言葉も耳にすると、
なんとはなしにホッと安堵感さえ覚えてしまうところもあります。
　これらのことに起因して、人間関係をイメージする時、対人的摩擦や緊張のない、温か
い、穏やかな、すぐれて情緒的で温和な人間関係を理想として思い描くことが多いです。
確かに、このような人間関係も現実に存在します。
職場の人間関係もそうです。上司・部下関係であろうと、同僚関係であろうと、根本的
には対人的な葛藤や緊張を伴い、譲歩や妥協などの折り合いを内在させていると考えなく
てはなりません。
職場での日本人の人間関係を見てきたことで、上下の人間関係と水平の人間関係も含め、
集団意識を日本人から基盤としたチーム・ワークという意味の大切さが分かりました。
